
(57)【要約】

　【目的】　ワイヤハーネスを新たな取付け部品を用い

ることなく簡単な作業をもって燃料分配管へ取付ける。

　【構成】　燃料分配管の外周部に、少なくとも一対の

ガイド爪部を長手軸心方向に間隙をもって設ける。前記

第１のガイド爪部に、一側に開口部をもって開口する第

１ワイヤハーネス支持溝部を凹設するとともに第２のガ

イド爪部に、前記一側と反対側の他側に開口部をもって

開口する第２ワイヤハーネス支持溝を凹設する。

メス型コネクタからのびるワイヤハーネスを、第１のガ

イド爪部の第１ワイヤハーネス支持溝部と第２のガイド

爪部の第２ワイヤハーネス支持溝部内に挿入し、ワイヤ

ハーネスを燃料分配管の一定位置に支持する。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に 、 長 手 軸 心 方 向 に 沿 っ て 燃 料 分 配 路 が 穿 設 さ れ る と と も に 燃 料 分 配 路 に 向 け て 噴
射 弁 支 持 孔 が 連 設 さ れ 、 燃 料 噴 射 弁 が 前 記 噴 射 弁 支 持 孔 内 に 挿 入 配 置 さ れ る 燃 料 分 配 管 に
お い て 、 燃 料 分 配 管 Ｄ の 外 周 部 Ｄ ａ に 、 少 な く と も 一 対 の ガ イ ド 爪 部 ３ 、 ４ を 長 手 軸 心 方
向 Ｘ － Ｘ に 間 隙 Ｌ を も っ て 設 け 、 前 記 第 １ の ガ イ ド 爪 部 ３ に 、 一 側 Ｐ に 開 口 部 ３ ｂ を も っ
て 開 口 す る 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ３ ａ を 凹 設 す る と と も に 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 ４ に 、
前 記 一 側 と 反 対 側 の 他 側 Ｑ に 開 口 部 ４ ｂ を も っ て 開 口 す る 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 ４ ａ
を 凹 設 し 、 燃 料 噴 射 弁 Ｊ の オ ス 型 コ ネ ク タ Ｊ ａ に 嵌 合 接 続 さ れ る メ ス 型 コ ネ ク タ ５ か ら 延
出 す る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ を 、 前 記 第 １ の ガ イ ド 爪 部 の 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 ３ ａ 、 第
２ の ガ イ ド 爪 部 ４ の 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ４ ａ 内 に 挿 入 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る
燃 料 分 配 管 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 燃 料 分 配 管 を 、 固 定 金 型 Ｋ ａ 、 可 動 金 型 Ｋ ｂ を も っ て 射 出 成 形 し 、 前 記 開 口 部 を 備
え る 第 １ 及 び 第 ２ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ３ ａ 、 ４ ａ を 前 記 金 型 に よ り 鋳 抜 き 形 成 し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 分 配 管 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 燃 料 タ ン ク 内 に 貯 溜 さ れ る 燃 料 を 燃 料 ポ ン プ に よ っ て 昇 圧 し 、 こ の 昇 圧 さ れ
た 燃 料 を 、 燃 料 噴 射 弁 を 介 し て 機 関 へ 供 給 す る 燃 料 噴 射 装 置 に 関 し 、 そ の う ち 特 に 燃 料 分
配 管 に 取 着 さ れ た 燃 料 噴 射 弁 の オ ス 型 コ ネ ク タ に 嵌 合 配 置 さ れ る メ ス 型 コ ネ ク タ か ら 延 出
す る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 燃 料 分 配 管 へ の 取 付 け 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 燃 料 分 配 管 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 は 図 ５ に 示 さ れ る 。
燃 料 分 配 管 Ｄ は 、 内 部 に 長 手 軸 心 方 向 Ｘ － Ｘ に 沿 っ て 燃 料 分 配 路 ３ ０ が 穿 設 さ れ る と と も
に 燃 料 分 配 路 ３ ０ に 向 け て 噴 射 弁 支 持 孔 （ 図 示 せ ず ） が 連 設 さ れ 、 こ の 噴 射 弁 支 持 孔 内 に
燃 料 噴 射 弁 Ｊ が 挿 入 配 置 さ れ る 。
燃 料 噴 射 弁 Ｊ に は 、 オ ス 型 コ ネ ク タ Ｊ ａ が 外 部 に 向 か っ て 一 体 形 成 さ れ る も の で 、 こ の オ
ス 型 コ ネ ク タ Ｊ ａ に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ を 備 え る メ ス 型 コ ネ ク タ Ｚ が 嵌 合 接 続 さ れ る 。
ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ は 図 示 せ ぬ 外 部 電 源 に 接 続 さ れ る も の で 、 外 部 電 源 か ら の 電 気 信 号 が ワ
イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ 、 メ ス 型 コ ネ ク タ Ｚ 、 オ ス 型 コ ネ ク タ Ｊ ａ を 介 し て 燃 料 噴 射 弁 Ｊ 内 の ソ レ
ノ イ ド コ イ ル （ 図 示 せ ず ） に 供 給 さ れ 、 燃 料 噴 射 弁 Ｊ は 前 記 電 気 信 号 に 応 じ た 燃 料 を 機 関
に 向 け て 噴 射 供 給 す る 。
そ し て 、 前 記 メ ス 型 コ ネ ク タ か ら 外 部 電 源 に 向 か っ て 延 び る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ は 、 合 成 樹
脂 材 料 よ り な る バ ン ド ３ １ を も っ て 燃 料 分 配 管 Ｄ の 外 周 に 締 付 け 固 定 さ れ る 。
こ の よ う に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Wを バ ン ド ３ １ に て 燃 料 分 配 管 Ｄ へ 締 付 け 固 定 す る の は 、 ワ イ
ヤ ハ ー ネ ス Ｗ が 周 囲 の 構 成 部 品 と 干 渉 す る こ と を 防 止 す る も の で 、 特 に 二 輪 車 に あ っ て は
、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ が 直 接 大 気 に 露 出 す る こ と か ら ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ の 引 掛 り 防 止 及 び 外
観 性 向 上 の 鑑 点 か ら 必 要 と な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 従 来 の 燃 料 分 配 管 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 に よ る と 、 バ ン ド ３ １ を ワ
イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ 、 燃 料 分 配 管 Ｄ の 外 周 に 囲 繞 し た 後 に バ ン ド ３ １ の 締 め つ け 作 業 を 行 な い
、 更 に 締 め つ け 作 業 後 に お い て バ ン ド ３ １ の 先 端 部 を カ ッ ト す る 必 要 が あ る 。
以 上 に よ る と バ ン ド ３ １ の 締 め つ け 工 数 、 バ ン ド ３ １ の カ ッ ト 工 数 を 必 要 と す る も の で そ
の 作 業 性 を 向 上 す る こ と が 困 難 で あ る 。 又 、 バ ン ド ３ １ を 用 意 す る 必 要 が あ り 、 部 品 点 数
が 増 加 す る 。
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又 、 バ ン ド ３ １ の 締 め 方 に バ ラ ツ キ を 生 じ 易 い も の で 、 こ れ に よ る と ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ の
取 り 回 し 位 置 に バ ラ ツ キ が 生 じ 、 特 に 二 輪 車 の 如 く ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ が 直 接 大 気 に 露 出 す
る も の に お い て 商 品 性 を 悪 化 さ せ る 。
更 に は バ ン ド ３ １ の 締 め 付 け 力 に バ ラ ツ キ を 生 じ 易 い も の で 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ の タ ワ ミ
に バ ラ ツ キ が 生 ず る 。 更 に 又 、 燃 料 噴 射 弁 Ｊ の メ ン テ ナ ン ス 時 に お い て 、 バ ン ド ３ １ を 外
す 必 要 が あ り 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 性 が 劣 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に な る 燃 料 分 配 管 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 は 前 記 不 具 合 に 鑑 み 成 さ れ
た も の で 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 取 付 け の 為 に 新 た な 部 品 を 用 い る こ と な く 、 且 つ 簡 単 な 取 付
け 作 業 を も っ て ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 燃 料 分 配 管 に 対 し て 位 置 決 め 固 定 す る こ と の で き る ワ イ
ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 を 提 供 す る こ と を 主 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に な る 燃 料 分 配 管 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 は 前 記 目 的 達 成 の 為 に 、 内
部 に 、 長 手 軸 心 方 向 に 沿 っ て 燃 料 分 配 路 が 穿 設 さ れ る と と も に 燃 料 分 配 路 に 向 け て 噴 射 弁
支 持 孔 が 連 設 さ れ 、 燃 料 噴 射 弁 が 前 記 噴 射 弁 支 持 孔 内 に 挿 入 配 置 さ れ る 燃 料 分 配 管 に お い
て 、 燃 料 分 配 管 の 外 周 部 に 、 少 な く と も 一 対 の ガ イ ド 爪 部 を 長 手 軸 心 方 向 に 間 隙 を も っ て
設 け 、 前 記 第 １ の ガ イ ド 爪 部 に 、 一 側 に 開 口 部 を も っ て 開 口 す る 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持
溝 部 を 凹 設 す る と と も に 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 に 、 前 記 一 側 と 反 対 側 の 他 側 に 開 口 部 を も っ て
開 口 す る 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 を 凹 設 し 、 燃 料 噴 射 弁 の オ ス 型 コ ネ ク タ に 嵌 合 接 続 さ
れ る メ ス 型 コ ネ ク タ か ら 延 出 す る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 、 前 記 第 １ の ガ イ ド 爪 部 の 第 １ ワ イ ヤ
ハ ー ネ ス 支 持 溝 、 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 の 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 内 に 挿 入 配 置 し た こ と
を 第 1の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 又 、 本 発 明 は 前 記 第 １ の 特 徴 に 加 え 、 前 記 燃 料 分 配 管 を 、 固 定 金 型 、 可 動 金 型 を も っ て
射 出 成 形 し 、 前 記 開 口 部 を 備 え る 第 １ 及 び 第 ２ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 を 前 記 金 型 に よ
り 鋳 抜 き 形 成 し た こ と を 第 ２ の 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 に よ る と 、 燃 料 分 配 管 に 取 着 さ れ た 燃 料 噴 射 弁 の オ ス 型 コ ネ ク タ に
メ ス 型 コ ネ ク タ を 嵌 合 接 続 す る こ と に よ っ て 外 部 電 源 と 燃 料 噴 射 弁 と を 電 気 接 続 で き る 。
そ し て 、 メ ス 型 コ ネ ク タ よ り 延 出 す る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 、 第 １ の ガ イ ド 爪 部 の 一 側 の 開 口
部 よ り 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 内 に 挿 入 配 置 す る と と も に 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 の 他 側 の
開 口 部 よ り 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 内 に 挿 入 配 置 す る 。
以 上 に よ る と 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス は 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 に よ っ て 他 側 方 向 へ の 脱 出
が 抑 止 さ れ 、 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 に よ っ て 一 側 方 向 へ の 脱 出 が 抑 止 さ れ る も の で
、 も っ て ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 燃 料 分 配 管 の 一 定 位 置 に 配 置 支 持 で き る 。
そ し て 、 前 記 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 取 付 け 時 に あ っ て は 、 燃 料 分 配 管 に 一 体 形 成 さ れ た 一 対 の
ガ イ ド 爪 部 の 第 １ 、 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 内 へ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 単 に 挿 入 す れ ば よ
い の で 、 そ の 取 付 け 作 業 を 極 め て 容 易 に で き る 。
又 、 特 別 に 新 た な 取 付 け 部 材 を 用 意 す る 必 要 が な く 部 品 点 数 を 従 来 に 比 較 し て 削 減 で き る
。
更 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 取 付 け る 為 の 一 対 の ガ イ ド 爪 部 は 燃 料 分 配 管 の 一 定 位 置 に 固 定 さ れ
て 配 置 さ れ る の で 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 前 記 ガ イ ド 爪 部 に よ っ て 取 付 け た 際 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ
ス を 常 に 一 定 位 置 に 正 確 に 配 置 で き る 。
更 に 又 、 燃 料 噴 射 弁 の メ ン テ ナ ン ス 作 業 時 に お い て 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を ガ イ ド 爪 部 よ り 取
外 し 、 次 い で 再 び ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を ガ イ ド 爪 部 に 挿 入 す れ ば よ く 、 且 つ ガ イ ド 爪 部 に 対 す
る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 取 外 し 、 挿 入 は く り 返 し 行 な う こ と が で き る の で 、 燃 料 噴 射 弁 の メ ン
テ ナ ン ス 作 業 性 を 大 き く 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 又 、 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 に よ る と 、 燃 料 分 配 管 は 可 動 金 型 と 固 定 金 型 と に よ っ て 射 出 成
形 さ れ 、 こ の と き 開 口 部 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 を 備 え る 第 １ 及 び 第 ２ ガ イ ド 爪 部 を 可
動 金 型 と 固 定 金 型 と に よ っ て 同 時 に 鋳 抜 き 形 成 さ れ る 。
以 上 に よ る と 、 第 １ の ガ イ ド 爪 部 と 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 と を 燃 料 分 配 管 の 射 出 成 形 時 に お い
て 同 時 に 且 つ 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に な る 燃 料 分 配 管 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 の 一 実 施 例 に つ い て
図 に よ り 説 明 す る 。
ま ず 燃 料 分 配 管 Ｄ の 素 材 状 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ４ に よ っ て 説 明 す る 。
図 １ は 燃 料 分 配 管 Ｄ の 上 部 平 面 図 。
図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 で の 縦 断 面 図 。
図 ３ は 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 で の 縦 断 面 図 。
図 ４ は 図 １ の Ｃ － Ｃ 線 で の 縦 断 面 図 。 で あ る 。
燃 料 分 配 管 Ｄ は 内 部 に 長 手 軸 心 線 Ｘ － Ｘ に 沿 っ て 燃 料 分 配 路 １ が 穿 設 さ れ 、 そ の 左 端 は 左
方 に 向 か っ て 開 口 す る 。
２ は 後 述 す る 燃 料 噴 射 弁 の 先 端 部 が 気 密 的 に 挿 入 さ れ る 噴 射 弁 支 持 孔 で あ り 、 そ の 下 端 は
下 方 に 向 か っ て 開 口 し 、 上 端 は 燃 料 分 配 路 １ に 連 接 さ れ る 。
本 例 に お い て 噴 射 弁 支 持 孔 ２ は 長 手 軸 心 線 Ｘ － Ｘ に 沿 っ て 間 隙 を も っ て ２ ヶ 所 穿 設 さ れ た
。
こ の 噴 射 弁 支 持 孔 ２ は 図 ２ に 示 さ れ る 。
燃 料 分 配 管 Ｄ の 外 周 部 Ｄ ａ に は 少 な く と も 一 対 の ガ イ ド 爪 部 ３ 、 ４ が 燃 料 分 配 管 Ｄ と 一 体
的 に 形 成 さ れ る 。
こ の 一 対 の ガ イ ド 爪 部 ３ 、 ４ は 説 明 を 容 易 に す る 為 に 第 １ の ガ イ ド 爪 部 ３ と 第 ２ の ガ イ ド
爪 部 ４ と 呼 ぶ 。
第 １ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 ３ 及 び ４ は 燃 料 分 配 管 Ｄ の 外 周 部 Ｄ ａ に 突 出 し て 形 成 さ れ る と
と も に 燃 料 分 配 路 １ の 長 手 軸 心 方 向 Ｘ － Ｘ に お い て 間 隙 Ｌ を も っ て 対 向 配 置 さ れ る 。
図 ３ に よ っ て 第 １ の ガ イ ド 爪 部 ３ に つ い て 説 明 す る と 、 第 １ の ガ イ ド 爪 部 ３ は 燃 料 分 配 管
Ｄ の 外 周 部 Ｄ ａ の 上 方 位 置 に 突 出 し て 形 成 さ れ る も の で 、 こ の 第 １ の ガ イ ド 爪 部 ３ に は 、
後 述 す る メ ス 型 コ ネ ク タ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 挿 入 し う る 溝 幅 を 有 す る 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス
支 持 溝 部 ３ ａ が 開 口 部 ３ ｂ を も っ て 一 側 Ｐ （ 図 ３ に お い て 左 側 ） に 向 か っ て 開 口 し て 形 成
さ れ る 。
こ の と き 、 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 ３ ａ の 底 部 ３ ｃ は 燃 料 分 配 路 １ の 中 心 Ｒ を 通 る 垂 直
線 Ｓ － Ｓ よ り 他 側 Ｑ （ 図 ３ に お い て 右 側 ） に 位 置 し 、 開 口 部 ３ ｂ は 垂 直 線 Ｓ － Ｓ よ り 一 側
Ｐ に 位 置 す る 。
そ し て 、 前 記 第 １ の ガ イ ド 爪 部 を 含 む 燃 料 分 配 管 Ｄ は 垂 直 線 Ｓ － Ｓ を 型 割 り 面 と す る 固 定
金 型 Ｋ ａ 、 可 動 金 型 Ｋ ｂ を 用 い て 射 出 成 形 さ れ る 。
図 ４ に よ っ て 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 ４ に つ い て 説 明 す る と 、 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 ４ は 燃 料 分 配 管
Ｄ の 外 周 部 Ｄ ａ の 上 方 位 置 に 突 出 し て 形 成 さ れ る も の で 、 こ の 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 ４ に は 、
後 述 す る メ ス 型 コ ネ ク タ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 挿 入 し う る 溝 幅 を 有 す る 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス
支 持 溝 部 ４ ａ が 開 口 部 ４ ｂ を も っ て 他 側 Ｑ （ 図 ４ に お い て 右 側 ） に 向 か っ て 開 口 し て 形 成
さ れ る 。
こ の と き 、 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 ４ ａ の 底 部 ４ ｃ は 燃 料 分 配 路 １ の 中 心 Ｒ を 通 る 垂 直
線 Ｓ － Ｓ よ り 一 側 Ｐ （ 図 ４ に お い て 左 側 ） に 位 置 し 、 開 口 部 ４ ｂ は 垂 直 線 Ｓ － Ｓ よ り 他 側
Ｑ に 位 置 す る 。
そ し て 、 前 記 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 を 含 む 燃 料 分 配 管 Ｄ は 垂 直 線 Ｓ － Ｓ を 型 割 り 面 と す る 固 定
金 型 Ｋ ａ 、 可 動 金 型 Ｋ ｂ を 用 い て 射 出 成 形 さ れ る 。
尚 、 燃 料 分 配 路 １ 、 噴 射 弁 支 持 孔 ２ は 中 子 に よ っ て 鋳 抜 き 成 形 さ れ る 。
又 、 本 例 に あ っ て は 左 方 の 噴 射 弁 支 持 孔 ２ に 臨 む 一 対 の ガ イ ド 爪 部 ３ 、 ４ が 形 成 さ れ る も
の で 、 前 記 右 方 の 噴 射 弁 支 持 孔 ２ に 臨 む 一 対 の ガ イ ド 爪 部 ３ 、 ４ と 同 一 で あ る の で 説 明 を
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省 略 し 、 同 一 符 号 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 前 記 に よ っ て 形 成 さ れ る 燃 料 分 配 管 Ｄ の 噴 射 弁 支 持 孔 ２ 内 に 燃 料 噴 射 弁 Ｊ の 後
端 部 Ｊ ｂ が 気 密 的 に 挿 入 支 持 さ れ 、 燃 料 噴 射 弁 Ｊ か ら 外 側 方 に 突 出 す る オ ス 型 コ ネ ク タ Ｊ
ａ に 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ を 備 え る メ ス 型 コ ネ ク タ ５ が 嵌 合 接 続 さ れ る 。 こ れ は 図 ６ に 示 さ
れ る 。
本 例 に あ っ て は 長 手 軸 心 方 向 Ｘ － Ｘ に 沿 っ て ２ 個 の 燃 料 噴 射 弁 Ｊ が 挿 入 配 置 さ れ る も の で
右 方 の 燃 料 噴 射 弁 Ｊ の オ ス 型 コ ネ ク タ Ｊ ａ に 第 １ の メ ス 型 コ ネ ク タ ５ ａ が 嵌 合 接 続 さ れ 、
左 方 の 燃 料 噴 射 弁 Ｊ の オ ス 型 コ ネ ク タ Ｊ ａ に 第 ２ の メ ス 型 コ ネ ク タ ５ ｂ が 嵌 合 接 続 さ れ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 第 １ の メ ス 型 コ ネ ク タ ５ ａ か ら の び る 第 １ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ａ の 基 端 側 は 、
第 １ の ガ イ ド 爪 部 ３ の 一 側 Ｐ に 開 口 す る 開 口 部 ３ ｂ か ら 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ３ ａ
の 底 部 ３ ｃ に 向 け て 他 側 Ｑ に 挿 入 さ れ 、 次 い で 第 １ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ａ の 先 端 側 を 、 第
２ の ガ イ ド 爪 部 ４ の 他 側 Ｑ に 開 口 す る 開 口 部 ４ ｂ か ら 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ４ ａ の
底 部 ４ ｃ に 向 け て 一 側 Ｐ に 挿 入 さ れ る 。
第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ３ ａ 内 に 挿 入 さ れ る 第 １ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ａ は 図 ７ に 示 さ
れ 、 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ４ ａ 内 に 挿 入 さ れ る 第 １ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ａ は 図 ８ に
示 さ れ る 。
尚 、 か か る 第 １ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ａ の 最 先 端 側 は 第 ２ の メ ス 型 コ ネ ク タ ５ ｂ よ り 左 方 に
形 成 さ れ る 第 １ の ガ イ ド 爪 部 ３ 、 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 ４ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ３ ａ 、 ４
ａ 内 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 に よ る と 、 第 １ の メ ス 型 コ ネ ク タ ５ ａ の 第 １ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ａ は 、 第 １ の ガ イ
ド 爪 部 ３ の 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ３ ａ 内 に 挿 入 支 持 さ れ る と と も に 他 側 Ｑ へ の 脱 出
が 底 部 ３ ｃ に て 抑 止 さ れ 、 又 第 １ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ａ は 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 ４ の 第 ２ ワ イ
ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 ４ ａ 内 に 挿 入 支 持 さ れ る と と も に 一 側 Ｐ へ の 脱 出 が 底 部 ４ ｃ に て 抑 止
さ れ る の で 、 第 １ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ａ を 燃 料 分 配 管 Ｄ か ら 大 き く 逸 脱 す る こ と な く 、 一
定 位 置 範 囲 内 に 位 置 決 め 固 定 さ れ る 。
第 １ の ガ イ ド 爪 部 ３ 、 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 ４ よ り な る 一 対 の ガ イ ド 爪 部 を 複 数 対 設 け る こ と
に よ り 、 よ り 一 層 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 燃 料 分 配 管 Ｄ に 位 置 決 め 固 定 で き る 。
又 、 第 ２ の メ ス 型 コ ネ ク タ ５ ｂ の 第 ２ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ｂ に あ っ て は 、 第 ２ の メ ス 型 コ
ネ ク タ ５ ｂ の 左 方 に あ る 一 対 の ガ イ ド 爪 部 （ 第 １ の ガ イ ド 爪 部 ３ 、 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 ４ ）
に よ っ て 第 １ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ａ と 同 様 に 燃 料 分 配 管 Ｄ の 一 定 位 置 範 囲 内 に 位 置 決 め 固
定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の 如 く 、 本 発 明 に よ れ ば 、 燃 料 分 配 管 の 外 周 部 に 、 少 な く と も 一 対 の ガ イ ド 爪 部 を
長 手 軸 心 方 向 に 間 隙 を も っ て 設 け 、 前 記 第 １ の ガ イ ド 爪 部 に 、 一 側 に 開 口 部 を も っ て 開 口
す る 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 を 凹 設 す る と と も に 第 ２ の ガ イ ド 爪 部 に 、 前 記 一 側 と 反
対 側 の 他 側 に 開 口 部 を も っ て 開 口 す る 第 ２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 を 凹 設 し 、 前 記 第 １ 、 第
２ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 内 に メ ス 型 コ ネ ク タ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 挿 入 配 置 し た の で ワ イ
ヤ ハ ー ネ ス を 燃 料 分 配 管 の 一 定 位 置 範 囲 内 に 位 置 決 め 固 定 で き る 。
そ し て 、 こ の と き 一 対 の ガ イ ド 爪 部 は 燃 料 分 配 管 の 外 周 部 に 一 体 形 成 さ れ る の で 、 取 付 け
の 為 の 新 た な 部 品 を 必 要 と す る も の で な く 、 且 つ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス は 単 に ガ イ ド 爪 部 の ワ イ
ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部 内 に 挿 入 す れ ば よ い の で 部 品 点 数 と 組 付 け 工 数 を 削 減 で き る 。
又 、 ガ イ ド 爪 部 は 燃 料 分 配 管 と 一 体 形 成 さ れ る の で ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の く り 返 し 脱 着 に 耐 え
う る も の で メ ン テ ナ ン ス 作 業 性 の 向 上 と 長 期 間 に 渡 る 使 用 を 行 な う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に な る 燃 料 分 配 管 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 に 用 い ら れ る 燃 料 分
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配 管 の 一 実 施 例 を 示 す 上 部 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 に お け る 縦 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 に お け る 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｃ － Ｃ 線 に お け る 縦 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に な る 燃 料 分 配 管 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 の 一 実 施 例 を 示 す 上
部 平 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｅ － Ｅ 線 に お け る 縦 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ５ の Ｆ － Ｆ 線 に お け る 縦 断 面 図 。
【 図 ８ 】 図 ５ の Ｇ － Ｇ 線 に お け る 縦 断 面 図 。
【 図 ９ 】 従 来 の 燃 料 分 配 管 の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 取 付 け 構 造 を 示 す 上 部 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ３ 　 　 　 第 １ の ガ イ ド 爪 部
　 ３ ａ 　 　 第 １ ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部
　 ３ ｂ 　 　 開 口 部
　 ４ 　 　 　 第 ２ の ガ イ ド 爪 部
　 ４ ａ 　 　 第 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 支 持 溝 部
　 ４ ｂ 　 　 開 口 部
　 ５ 　 　 　 メ ス 型 コ ネ ク タ
　 Ｐ 　 　 　 一 側
　 Ｑ 　 　 　 他 側
　 Ｗ 　 　 　 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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